


物件費　消費的性
格を持つ市の経費
に使う費用(賃金・
旅費・需用費など)

45億
5,640万
5千円

14.9%
(1.1%↓)

公債費　市の借金
の返済に使う費用

43億
8,389万4千円

14.4%
(2.9%↓)

普通建設補助
国から補助を受け
て実施する道路や
学校などの施設建
設に使う費用

普通建設単独
市独自の財源で実
施する建設事業に
かかる費用

災害復旧費
災害復旧にかかる
費用

22億
897万
8千円

23億
9,103万
5千円

4万9千円

7.2%
(38.8%↑)

7.8%
(9.4%↓)

0.0%
(0.0%→)

教育費
33億9,994万6千円(11.0%)
対前年度46.9%

○用語の説明
皆さんが国に納めたお
金の一部が、地方公共
団体の財政状況などに
応じて配分されます

皆さんが国や県に納め
たお金の一部が特定の
目的を達成するために
交付されます

事業を実施するために、
国や金融機関から借り
入れるお金です

市の施設の利用や証明
書を発行する際にかか
るお金です

各種基金（貯金）を取り
崩してお金を使います

皆さんから笛吹市に納
めていただく税金です

皆さんが国や県におさ
めたお金の一部が、地
方譲与税などとして交
付されます

事業にかかる経費の一
部を受益の程度に応じ
て利用者に負担してい
ただいているお金です

○用語の説明

平
成
30
年
度 

一
般
会
計
予
算 

3
0
5
億
3
8
5
8
万
2
千
円（
前
年
度
比
1・8
%
減
）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算

笛吹市は今年、
どんなことに
お金を使うの？

5.8％↓
14.5%↓
5.7%↑
29.3%↓
5.5%↑
17.7%↑
18.5%↓
16.3%↑
2.8%↑
1.5%↓
2.3%↑
11.9%↓
4.0％↓

　特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行
う
会
計
で

す
。

地方交付税
84億3,110万円(27.6%)
対前年度3.9%

民生費
108億6,555万円(35.5%)
対前年度0.0%

公債費
43億8,389万4千円(14.4%)
対前年度2.9%

土木費
36億3,736万4千円(12.0%)
対前年度18.5%

商工費
3億5,436万円
対前年度5.3%

議会費
2億3,261万円
対前年度6.4%

諸支出金
1億5,389万6千円
対前年度18.1%

予備費
3,000万円
対前年度0.0%

労働費
1,279万7千円
対前年度0.0%

災害復旧費
4万9千円
対前年度0.0%

消防費
11億1,433万1千円(3.6%)
対前年度36.2%

農林水産業費
10億3,214万5千円(3.4%)
対前年度24.5%

総務費
36億1,938万7千円(11.9%)
対前年度13.9%

衛生費
17億225万3千円(5.6%)
対前年度10.6%

※その他
7億8,371万2千円(2.6%)
対前年度2.3%

市　税
81億4,195万2千円(26.7%)
対前年度1.3%

市　債
42億7,990万円(14.0%)
対前年度14.3%

国庫支出金
38億8,888万円(12.7%)
対前年度0.3%

県支出金
17億8,540万9千円(5.9%)
対前年度1.8%

その他
15億4,927万5千円(5.0%)
対前年度41.3%

地方消費税交付金
13億620万円(4.3%)
対前年度13.2%

歳入総額
305億3,858万

2千円

分担金及び負担金
4億1,747万1千円(1.4%)
対前年度29.0%

特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計 
介護サービス特別会計
後期高齢者医療特別会計 
農業集落排水特別会計
簡易水道特別会計 
笛吹市境川観光交流センター特別会計 
財産区

企業会計
水道事業 
春日居地区温泉給湯事業 
公共下水道事業

173億1,804万円
89億5,302万8千円
66億9,834万9千円

1,343万3千円
14億8,840万円
5,131万8千円
1,216万7千円
5,430万円

4,704万5千円
65億9,945万7千円
28億7,882万8千円

7,561万7千円
36億4,501万2千円

会計区分 30年度予算額 対前年度

■歳出（性質別）
　＊経費を人件費や物件費などの性質によって分類

人件費
議員や委員の報酬、
職員の給与や諸手
当に使われる費用

補助費
各種団体に交付さ
れる補助金、負担
金などに使う費用

その他
その他費用

繰出金
一般会計から特別
会計へ基準に基づ
き繰り出す費用

扶助費
社会福祉や老人・児
童福祉などに使わ
れる福祉的な経費

区　分

義
務
的
経
費

そ
の
他

投
資
的
経
費

35.4%
(2.8%↓)

予算額

108億
2,821万2千円

46億
2,788万
1千円

60億
9,853万
3千円

31億
3,928万
6千円

151億
1,030万8千円

46億
6万2千円

25億
9,606万
7千円

5億
3,645万4千円

構成比
(対前年度)

15.1%
(0.0%→)

20.0%
(4.3%↑)

10.3%
(23.5%↓)

49.5%
(1.3%↑)

15.1%
(1.5%↑)

8.5%
(2.4%↓)

2%
(1.5%↑)

※経費を福祉や教育などの行政
サービスの目的ごとに分類

歳出総額
305億3,858万

2千円

※その他の内訳

福祉や児童などに使われる経費
道路や公園、駅周辺整備などに使われる経費
市の借金の返済に使う費用
市庁舎管理、人件費、選挙などに使われる経費
ごみ処理、環境、保健衛生などに使われる経費
幼・小・中学校、生涯学習などに使われる経費
農業の活性化などに使われる経費
消防活動などに使われる経費
中小企業の支援や観光などに使われる経費
議会の運営に使われる経費

民 生 費
土 木 費
公 債 費
総 務 費
衛 生 費
教 育 費
農林水産業費
消 防 費
商 工 費
議 会 費

依
存
財
源

自
主
財
源

201億7,798万9千円（66.0%）

103億6,059万3千円（34.0％）

地　方
交付税

市　債

国　県
支出金

その他
税・交付金

市　税

分担金
及び
負担金

繰入金

使用料
及び

手数料等

　平成30年度の一般会計予算総額は、1.8%
減の305億3,858万2千円となりました。
　皆さんに納めていただいている税金など
がどのように使われているのかをお知らせし
ます。

　平成30年度は、「ハートフルタウン笛吹」～優しさあふれるまち～を実現するため、「幸せ実感　こころ豊かに暮らせるまち」
「幸せ実感　にぎわいあふれるまち」「幸せ実感　100年続くまち」の3つの基本目標を基に、27事業を重点的に取り組んで
いきます。
　一層の行財政改革に取り組みながら、行政ニーズを的確に捉えた新たな事業展開を行うための予算編成を行いました。そ
の結果、一般会計予算においては、前年度から5億7,485万1千円少ない総額305億3,858万2千円の当初予算を組むことと
なりました。

今年度予算の特徴

17億225万3千円(5.6%)17億225万3千円(5.6%)17億225万3千円(5.6%)
対前年度10.6%

繰入金
7億3,839万5千円(2.4%)
対前年度59.2%
7億3,839万5千円(2.4%)
対前年度59.2%

13億620万円(4.3%)
対前年度13.2%

84億3,110万円(27.6%)84億3,110万円(27.6%)84億3,110万円(27.6%)

108億6,555万円(35.5%)108億6,555万円(35.5%)

43億8,389万4千円(14.4%)
36億3,736万4千円(12.0%)36億3,736万4千円(12.0%)36億3,736万4千円(12.0%)
対前年度18.5%

対前年度6.4%

対前年度5.3% 対前年度0.0%

36億1,938万7千円(11.9%)
対前年度13.9%

33億9,994万6千円(11.0%)
対前年度46.9%

7億8,371万2千円(2.6%)10億3,214万5千円(3.4%)
対前年度24.5%

11億1,433万1千円(3.6%)
対前年度36.2%

81億4,195万2千円(26.7%)81億4,195万2千円(26.7%)81億4,195万2千円(26.7%)

38億8,888万円(12.7%)

17億8,540万9千円(5.9%)17億8,540万9千円(5.9%)17億8,540万9千円(5.9%)

4億1,747万1千円(1.4%)

15億4,927万5千円(5.0%)
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歳出（目的別） 歳　入



心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育

て
で
き
る
環
境
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
で
の
支
え
合
い
を
大

切
に
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
希
望

を
持
ち
活
躍
で
き
る
環
境
を
通
じ
て
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
こ
こ
ろ
豊
か
に

暮
ら
し
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ

く
る
た
め
「
幸
せ
実
感
　
こ
こ
ろ
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
標
と
し
ま
す
。

安

域
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨

き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業

や
観
光
業
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

起
業
の
促
進
や
企
業
誘
致
を
推
進
し
、

雇
用
の
確
保
、
多
様
な
働
き
方
が
展
開

さ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
内
外
の
人
々
が
盛
ん
に

行
き
交
い
、
本
市
の
産
業
が
活
性
化
す

る
こ
と
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
「
幸
せ
実
感
　
に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
目
標
と
し
ま
す
。

地

重　　点　　事　　業重　　点　　事　　業

　
第
二
次
笛
吹
市
総
合
計
画
を
策

定
し
、
基
本
構
想
に
掲
げ
た
将
来

像
の
実
現
と
そ
の
た
め
の
3
つ
の

基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
12
の

施
策
と
35
の
取
り
組
み
の
方
向
性

に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
1

つ
目
の
目
標
で
あ
る
「
幸
せ
実
感  

こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
、
子
育
て
を
支
援
す
る
事
業

な
ど
8
事
業
を
、
2
つ
目
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
幸
せ
実
感
　
に
ぎ

わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
で
は
、
本

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
観

光
の
活
性
化
に
関
わ
る
事
業
、
雇

用
の
安
定
化
と
創
出
に
向
け
た
事

業
、
笛
吹
市
の
知
名
度
を
上
げ
る

事
業
な
ど
11
事
業
を
、
3
つ
目
の

基
本
目
標
で
あ
る
「
幸
せ
実
感
　

１
０
０
年
続
く
ま
ち
」
で
は
、
市

民
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の
事
業
、

市
民
が
使
い
や
す
い
市
役
所
を
整

備
す
る
事
業
な
ど
8
事
業
を
重
視

し
、
新
規
に
行
う
事
業
を
含
む

1
9
5
事
業
の
中
か
ら
27
事
業
を

重
点
事
業
と
し
て
選
定
し
、
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
第
二
次
笛
吹
市
総
合
計
画
と
平

成
30
年
度
当
初
予
算
概
要
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。

【
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
】

子
育
て
世
代
定
住
支
援
事
業  

新
規

（
企
画
課
）

…
…
1
1
0
0
万
円

　
移
住
や
定
住
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、

新
た
に
住
宅
の
購
入
を
行
う
子
育
て
世

代
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
こ

の
補
助
金
に
よ
り
、
金
利
が
有
利
な
住

宅
金
融
支
援
機
構
の
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」

な
ど
の
導
入
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

予
定
で
す
。

体
調
不
良
児
対
応
型

病
児
保
育
事
業
　新
規
　

（
子
育
て
支
援
課
）

…
…
3
6
0
万
円

　
就
園
中
の
園
児
が
保
育
園
で
体
調
不

良
と
な
っ
た
場
合
に
、
保
護
者
が
迎
え

に
来
る
ま
で
の
間
、
緊
急
的
な
看
護
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
、
看
護
師
等
を
配

置
す
る
私
立
保
育
園
等
に
対
し
て
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
事
業

（
子
育
て
支
援
課
）……

1
8
4
万
8
千
円

　
利
用
希
望
者
が
急
増
し
て
い
る
御
坂

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
御
坂
西

小
学
校
内
に
第
5
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
を

増
設
し
、
受
け
入
れ
児
童
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
第
4
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
と
し
て
利
用
し
て
い
る
御
坂
保
健
セ

ン
タ
ー
の
2
階
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　多
世
代
包
括
ケ
ア
情
報
ク
ラ
ウ
ド

化
推
進
事
業

（
福
祉
総
務
課
）…

…
1
5
5
万
6
千
円

　
多
世
代
包
括
ケ
ア
情
報
ク
ラ
ウ
ド
化

推
進
事
業
の
中
で
進
め
て
い
る
「
子
育

て
情
報
ク
ラ
ウ
ド
化
推
進
事
業
」
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
子

育
て
に
必
要
な
情
報
を
必
要
な
と
き
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
え
ふ
き

子
育
て
広
場
」
の
ア
プ
リ
で
配
信
し
、

登
録
し
た
保
護
者
が
子
ど
も
の
成
長
記

録
や
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
な
ど
の

管
理
等
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
の
電

子
化
も
進
め
て
お
り
「
子
育
て
し
や
す

い
笛
吹
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
】

小
学
校
外
国
語
授
業
ア
シ
ス
タ
ン

ト
事
業
　新
規 

（
学
校
教
育
課
）

…
…
1
2
8
万
円

　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
２
０

２
０
年
度
に
は
小
学
校
3
・
4
年
生
か

ら
外
国
語
活
動
の
授
業
を
始
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
小
学
校
に

お
い
て
は
、
こ
れ
に
先
駆
け
て
移
行
期

間
で
あ
る
本
年
度
か
ら
先
行
実
施
す
る

方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
授
業

時
間
の
増
加
に
伴
い
、
従
来
の
A
L
T

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
活
用
し
た
授
業

で
は
全
体
を
カ
バ
ー
で
き
ず
、
学
習
効

果
が
下
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
英
語
に
堪
能
な
方
を
募
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
授
業
の
補
助
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
県
内

初
の
試
み
で
、
市
内
小
学
校
で
の
外
国

語
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
行
い
学
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

（
学
校
教
育
課
）

…
…
1
2
億
6
5
0
0
万
円

　
笛
吹
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
安
全
、

安
心
な
給
食
を
安
定
し
て
提
供
で
き
る

よ
う
石
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
合
宿
等
誘
致
事
業

（
生
涯
学
習
課
）…

…
6
1
1
万
6
千
円

　
タ
イ
王
国
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

協
会
と
平
成
29
年
2
月
に
基
本
協
定
を
、

12
月
に
は
実
施
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
５
月
と
7
月
に
そ
れ
ぞ
れ
2

週
間
程
度
市
内
に
宿
泊
し
、
日
川
高
校

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
と
、
い
ち

の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
合
宿
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
を
通
じ
た
交

流
を
推
進
し
ま
す
。

境
川
小
学
校
給
食
棟
改
修
事
業

（
教
育
総
務
課
）……

2
7
2
1
万
6
千
円

　
境
川
小
学
校
の
給
食
棟
は
、
昭
和
60

年
に
建
設
さ
れ
、
33
年
経
過
し
て
い
ま

す
。
こ
の
給
食
棟
は
調
理
場
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
給
食
時
に
は
、
全
児
童

が
集
ま
り
皆
で
給
食
を
食
べ
る
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
空

調
設
備
が
な
く
、
夏
は
給
食
棟
全
体
が

高
温
に
な
り
衛
生
的
に
も
問
題
が
あ
り
、

雨
漏
り
も
あ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に

安
全
、
安
心
な
給
食
を
提
供
で
き
る
よ

う
空
調
設
置
工
事
と
屋
根
防
水
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

新
道
峠
展
望
台
整
備
事
業
　

（
観
光
商
工
課
）……

1
0
7
1
万
4
千
円

　
富
士
山
の
日
本
一
の
眺
望
エ
リ
ア
で

の
賑
わ
い
の
創
出
と
癒
し
の
提
供
を
目

的
に
新
道
峠
を
中
心
と
し
た
展
望
施
設

を
整
備
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
、
展

望
テ
ラ
ス
等
の
実
施
設
計
、
測
量
調
査

を
行
い
ま
す
。

戦
国
マ
ン
ス
リ
ー
事
業
（
観
光
商
工
課
）

　
10
月
の
1
カ
月
間
、戦
国
時
代
を
テ
ー

マ
と
し
た
笛
吹
市
秋
祭
り
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
秋
の
誘
客
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
10
月
の
各
週
末
に
は
、
民
間
企
業
等

か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
、
民
間
が
主

体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。
秋
祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し

て
、
平
成
30
年
度
か
ら
秋
季
に
「
川
中

島
合
戦
戦
国
絵
巻
」
を
開
催
し
、
県
内

外
へ
本
市
の
秋
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

事前キャンプ実施協定書調印式

新道峠からの景色

「ハートフルタウン笛吹」
の実現に向け 3つの基本
目標に基づき説明します
人のみがきあげ
１ 幸せ実感
～こころ豊かに暮らせるまち～

「ハートフルタウン笛吹」
の実現に向け 3つの基本
目標に基づき説明します
産業のみがきあげ
２ 幸せ実感
～にぎわいあふれるまち～
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民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
の
促

進
と
、
そ
れ
を
行
政
が
支
え
る

体
制
を
構
築
す
る
中
で
、
市
民
、

団
体
、
事
業
者
、
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
自
覚
し
力
を
合
わ
せ
、
と
も

に
考
え
と
も
に
行
動
し
持
続
可
能
な
地

域
活
動
を
実
現
す
る
協
働
に
よ
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
の
行
財
政
基
盤
は
、
財
政
的
に
も

人
事
的
に
も
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、

健
全
で
身
の
丈
に
あ
っ
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和

し
た
都
市
と
し
て
の
姿
を
今
後
も
保
ち
、

災
害
や
犯
罪
等
の
不
安
な
く
、
安
全
、

安
心
に
暮
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
通
じ
て
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
「
幸
せ
実
感
　
１
０
０

年
続
く
ま
ち
」
を
目
標
と
し
ま
す
。

市

重　　点　　事　　業重　　点　　事　　業

【
実
り
豊
か
な
ブ
ラ
ン
ド
農
林
業

づ
く
り
】

笛
吹
市
〝
農
業
塾
〞
運
営
事
業

新
規

（
農
林
振
興
課
）

…
…
7
8
5
万
円

　
市
内
の
定
年
退
職
者
を
中
心
と
し

た
援
農
や
就
農
希
望
者
の
掘
り
起
こ

し
や
技
術
習
得
な
ど
の
た
め
の
指

導
、
既
存
農
業
者
向
け
の
講
習
会
、

経
営
相
談
の
実
施
を
行
い
、
担
い
手

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
が
難
し
く
な
る
高
齢

農
家
な
ど
を
把
握
し
、
新
規
就
農
、

規
模
拡
大
を
目
指
す
農
業
者
を
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
「
第
三
者
継
承
」
を
支

援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取

得
の
支
援
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
、

経
営
強
化
支
援
を
行
う
こ
と
で
、「
笛

吹
市
農
業
塾
」
が
日
本
一
の
果
樹
王

国
「
ふ
え
ふ
き
」
の
農
業
を
支
え
る

方
々
の
た
め
の
環
境
整
備
に
貢
献
し
、

市
の
農
業
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

（
農
林
土
木
課
）……

1
億
2
0
6
4
万
円

　
農
業
の
生
産
、
流
通
と
農
地
農
村

環
境
の
向
上
等
に
つ
な
が
る
圃
場
整

備
や
農
道
、
水
路
等
の
改
修
の
ほ
か
、

近
年
、
特
に
深
刻
と
な
っ
て
い
る
鳥

獣
害
防
止
柵
設
置
な
ど
の
農
業
基
盤

を
整
備
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。
平

成
30
年
度
に
は
、
新
規
地
区
と
し
て

境
川
町
大
窪
地
区
を
追
加
し
、
重
点

施
策
と
位
置
づ
け
、
市
内
5
地
区
に

お
い
て
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

【
活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り
】

 

農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
計
画

策
定
事
業
　新
規

（
農
林
振
興
課
）…

…
2
4
7
万
4
千
円

　
平
成
30
年
度
は
、
新
た
な
法
律
の

も
と
、
県
の
基
本
計
画
に
即
し
た
「
農

村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
に
関
す
る

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
新
た
に
策
定
す
る
実
施
計
画
は
、

農
地
へ
の
無
秩
序
な
企
業
進
出
の
抑

制
と
農
地
の
集
団
化
や
優
良
農
地
の

確
保
と
の
両
立
。
ま
た
、
地
元
雇
用

の
創
出
と
促
進
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

導
入
す
べ
き
業
種
の
選
定
と
併
せ
、

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
指
定
エ
リ
ア
の
見

直
し
も
実
施
し
ま
す
。

企
業
立
地
促
進
助
成
事
業

（
観
光
商
工
課
）……

2
6
8
9
万
6
千
円

　「
農
村
地
域
へ
の
産
業
の
導
入
に
関

す
る
実
施
計
画
」
の
エ
リ
ア
見
直
し

と
連
携
し
な
が
ら
、
市
民
の
雇
用
拡

大
、
固
定
資
産
税
の
確
保
な
ど
、
引

き
続
き
企
業
立
地
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
山
梨
県
と
連
携
し
た
、
企

業
立
地
促
進
事
業
助
成
金
制
度
お
よ

び
市
独
自
の
企
業
立
地
奨
励
金
交
付

制
度
を
活
用
し
、
農
工
団
地
へ
の
新

規
進
出
や
事
業
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

砂
原
橋
お
よ
び
周
辺
道
路
整
備
事
業

（
土
木
課
）……

2
億
5
6
5
3
万
3
千
円

　
石
和
地
区
と
八
代
・
境
川
地
区
を

結
ぶ
路
線
と
、
新
山
梨
環
状
道
路
、

笛
吹
八
代
ス
マ
ー
ト
I
C
と
石
橋
農

工
団
地
と
を
結
ぶ
路
線
の
整
備
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
円
滑
な
交
流

と
、
工
業
団
地
活
性
化
の
支
援
を
目
指

し
ま
す
。

【
移
り
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
】

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

新
規

（
企
画
課
）

…
…
3
8
3
万
1
千
円

　
情
報
通
信
技
術
（
I
C
T
）
を
用

い
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
対
応

や
、
障
が
い
者
へ
の
配
慮
可
能
な
機

能
を
持
た
せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
へ
向
け
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
情
報
収
集
お
よ

び
情
報
発
信
を
戦
略
的
に
行
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
事
業
　新
規

（
企
画
課
）

…
…
5
2
5
万
円

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
合
わ
せ
、
新
た
な
笛
吹
市
の
情

報
発
信
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
民
間
企
業
の
力
を
借
り

て
情
報
発
信
力
を
強
化
し
ま
す
。

農
産
物
等
消
費
拡
大
宣
伝
事
業

（
農
林
振
興
課
）

…
…
6
9
6
万
4
千
円

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、
農
産
物
の
産
地
間
競
争
が

激
し
く
な
る
中
、
本
市
の
恵
ま
れ
た

環
境
で
生
産
さ
れ
、
安
全
、
安
心
で
、

日
本
一
の
生
産
量
と
品
質
を
誇
る「
も

も
」「
ぶ
ど
う
」
を
中
心
と
し
た
農
産

物
の
更
な
る
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る

た
め
、「
笛
吹
産
農
産
物
」
の
魅
力
を

国
内
外
に
広
く
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
消
費
宣
伝
の
手
法
で

あ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、
市
長
自

ら
が
赴
く
こ
と
で
、
相
手
方
に
「
笛

吹
市
」
を
、
よ
り
強
く
印
象
付
け
る

こ
と
が
で
き
、
農
産
物
の
販
路
拡
大
、

観
光
宣
伝
等
を
行
う
上
で
、
と
て
も

有
効
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成

30
年
度
も
継
続
し
て
、
京
浜
、
関
西

方
面
を
は
じ
め
、
海
外
に
も
「
笛
吹

産
農
産
物
」
の
魅
力
を
発
進
し
ま
す
。

【
将
来
を
見
据
え
た
土
地
利
用
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
】

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直

し
事
業
　新
規

（
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
）…

…
5
6
7
万
円

　
平
成
20
年
度
に
「
笛
吹
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て

か
ら
10
年
が
経
過
し
、
平
成
30
年
度

が
見
直
し
を
行
う
中
間
年
次
に
あ
た

り
ま
す
。

　
策
定
時
か
ら
、
本
市
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
環
境
、
生
活
環
境
に
も
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た
「
第
二
次
笛
吹
市
総
合

計
画
」
に
即
し
、
現
在
改
定
が
行
わ

れ
て
い
る
「
山
梨
県
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
や
国
お
よ
び
山
梨
県

の
都
市
計
画
に
係
る
施
策
等
の
変
更

に
も
応
じ
た
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
「
笛
吹
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

【
安
全
、
安
心
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
】

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業 

新
規

（
防
災
危
機
管
理
課
）

…
…
8
6
4
万
円

　
水
防
法
の
改
定
や
、
国
や
県
の
新

た
な
想
定
最
大
雨
量
で
の
浸
水
想
定

区
域
の
公
表
に
よ
り
、
市
町
村
に
は

利
用
者
目
線
に
た
っ
た
「
水
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
想
定
さ
れ
る

洪
水
予
想
に
基
づ
く
情
報
伝
達
方
法
、

洪
水
時
の
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
な

ど
を
記
載
し
た
、
今
ま
で
以
上
に
わ
か

り
や
す
い
「
笛
吹
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

【
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
づ
く
り
】

笛
吹
み
ん
な
の
広
場
活
用
事
業

新
規

（
政
策
課
）

…
…
5
5
2
万
1
千
円

　
笛
吹
み
ん
な
の
広
場
は
、
笛
吹
市

の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
石
和
温
泉
駅

の
南
側
に
位
置
す
る
2
・
5
ha
の
広
さ

の
一
団
の
土
地
で
、
笛
吹
市
の
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
役

割
を
担
う
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

土
地
の
活
用
策
を
定
め
、
具
体
的
な

事
業
化
を
図
り
ま
す
。

「ハートフルタウン笛吹」
の実現に向け 3つの基本
目標に基づき説明します
基盤のみがきあげ
3 幸せ実感
～100年続くまち～
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新砂原橋渡り初めで開催された綱引き大会

タイ王国トップセールス



重　　点　　事　　業

労
報
橋
お
よ
び
周
辺
道
路
整
備
事
業

（
土
木
課
）

…
…
8
5
0
0
万
円

　
笛
吹
市
の
玄
関
口
で
あ
る
石
和
温

泉
駅
と
石
和
温
泉
郷
を
結
ぶ
沿
線
に

位
置
し
、
今
後
交
流
の
場
と
な
る
「
笛

吹
み
ん
な
の
広
場
」
周
辺
道
路
の
整

備
を
行
い
、
交
通
の
安
全
確
保
と
、

笛
吹
み
ん
な
の
広
場
の
利
用
度
の
向

上
と
と
も
に
、
観
光
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
労
報
橋
の
架
け
替

え
と
南
に
向
か
う
市
道
1

－

8
号
線
、

広
場
南
側
の
市
道
1

－

5
号
線
の
改

良
を
終
え
、
平
成
30
年
度
に
お
い
て

も
引
き
続
き
広
場
北
側
の
市
道
１
５

４
２
号
線
の
改
良
、
広
場
東
側
の
市

道
1
0
5
3
号
線
へ
の
歩
道
設
置
を

実
施
し
、
広
場
周
辺
整
備
事
業
を
進

め
ま
す
。

有
料
指
定
ご
み
袋
補
助
事
業

（
環
境
推
進
課
）

　
有
料
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
減
量
を
図
る
施
策
と
し
て
平

成
29
年
4
月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
支
援
策
と
し
て
、
乳
幼
児

や
障
が
い
者
、
在
宅
の
高
齢
者
が
い

る
世
帯
で
は
、
お
む
つ
の
使
用
に
よ

り
、
ご
み
袋
の
使
用
枚
数
が
多
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
負
担
軽
減
を

目
的
に
、
有
料
指
定
ご
み
袋
の
無
料

配
布
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
将
来
を
見
据
え
た

 

行
財
政
づ
く
り
】

市
役
所
の
総
合
案
内
の
充
実
等
事

業   

新
規
　（総
務
課
）

…
…
3
3
6
万
3
千
円

　
支
所
の
取
り
扱
い
業
務
の
見
直
し

に
伴
い
、
来
庁
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
市
役
所
本
庁
の
総
合
案
内
を
強

化
し
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

地
域
サ
ポ
ー
ト
職
員
設
置
事
業

新
規
　（総
務
課
）

…
…
1
4
6
9
万
7
千
円

　
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
行

政
経
験
豊
か
で
地
域
事
情
に
精
通
し

た
再
任
用
職
員
等
を
各
支
所
に
配
置

し
、
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
、
気
軽

に
相
談
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る「
地

域
に
密
着
し
た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
の
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
等
施
設
整
備
事
業   

新
規

（
管
財
課
）

…
…
3
億
9
1
4
5
万
7
千
円

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

庁
舎
の
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
本
館

お
よ
び
春
日
居
支
所
駐
車
場
の
拡
張

整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　本市の将来像の実現を目指すに当たっては、「人のみがきあげ」「産業のみがきあげ」「基盤
のみがきあげ」をまちづくりの基本的な考え方とする中で、市民、団体、事業者、行政が基本
的な考え方を共有し、ともにまちづくりを進めていくことが重要で、3つのみがきあげを通じ、
まちの力を高めていくことが必要です。
　また、人口減少が予想され、本市の財政運営が厳しさを増す中で、人や
財源などの限られた資源を有効に活用していくことも必要です。
　本市はこうした方向性に沿ってまちづくりを進めていきます。

【まちづくりの方向性】
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